
 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

平成平成平成平成２２２２６６６６年度事業報告書年度事業報告書年度事業報告書年度事業報告書    

        

    

    

    

    

    

    

H2H2H2H27777.5..5..5..5.12121212    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



公益財団法人日本ユースリーダー協会 

    

1 

 

    

    平成２平成２平成２平成２６６６６年度事業年度事業年度事業年度事業結果総括結果総括結果総括結果総括            

 

 

Ⅰ．Ⅰ．Ⅰ．Ⅰ．継続したこと継続したこと継続したこと継続したこと 

   

【１】Ｈ２４－２６年度の３カ年計画の仕上げの年として、アジアにおける研修プログラムを継続 

して実施。また国内研修、表彰事業も継続して実施いたしました。 

① 「グローバル・エデュケーション・ツアー（ＧＥＴ）」の実施 

② 「ＪＩＣＡ大学生フィールド・スタディ・プログラム」の継続受注 

③ 「異業種交流研修会」「若手研修会」の実施 

④ 「第６回若者力大賞」の実施 

⑤ 「AJAFA-21」TV 会議（年４回）の実施 

⑥ 「会長サロン」の継続開催 

 

 

Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．新たに取り組んだこと新たに取り組んだこと新たに取り組んだこと新たに取り組んだこと 

 

【２】当協会の最大の資産であるＡＳＥＡＮ各国のネットワーク組織：「ＡＪＡＦＡ－２１」。 

そのさらなる信頼関係の強化を目指して、代表者会議を東京で開催いたしました。 

① 「青年研修事業３０周年記念シンポジウム」の開催（東京） 

② 「第２７回ＡＪＡＦＡ－２１代表者会議」の開催（東京） 

③ 「ＡＪＡＦＡ－２１」紹介パンフレットの作成（製作協力ＪＩＣＡ） 

 

 

Ⅲ．Ⅲ．Ⅲ．Ⅲ．ガバナンスのガバナンスのガバナンスのガバナンスの見直見直見直見直しししし 

 

【３】不祥事（不正出金）が発覚しました。不正出金は回収されましたので経済的な悪影響は避

けられましたが、公益法人としてさらなるガバナンスの強化、財団運営の透明性が求めら

れ、とりわけ経理管理の厳格適正な能力をさらに備える必要がありました。 

① 「不正出金が発生した」背景はチェック機能の不備。再発防止のための経理規程の

見直し、月次会計監査を実施することとしました。 

② 「不祥事（不正出金）の発生」は、一人管理体制に委ねたためで、共同責任体制（運

営幹事会機能）で事業を遂行していくこととしました。 

 

 

ⅣⅣⅣⅣ．まとめ．まとめ．まとめ．まとめ 

 

【４】法人会員も安定しており、研修事業や表彰事業も回を重ねて成果を高めてきています。 

ＡＳＥＡＮネットワークも、さらに信頼関係を築きつつあります。一方で残念な出来事が発 

覚しましたが、これを機に管理体制を引き締めることにつながりました。新年度は、これま 

で以上に皆様のご期待にお応えできるよう、努めて参りたいと思います。 
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    平成２平成２平成２平成２６６６６年度事業結果報告年度事業結果報告年度事業結果報告年度事業結果報告            

    

Ⅰ．ユースリーダー育成事Ⅰ．ユースリーダー育成事Ⅰ．ユースリーダー育成事Ⅰ．ユースリーダー育成事業業業業                                    

 

 

【１】アジア研修プログラム【１】アジア研修プログラム【１】アジア研修プログラム【１】アジア研修プログラム    （飛び出せ若者プロジェクト）（飛び出せ若者プロジェクト）（飛び出せ若者プロジェクト）（飛び出せ若者プロジェクト）    

                

高校生・大学生対象高校生・大学生対象高校生・大学生対象高校生・大学生対象        

 

◆日本の若者の内向き志向が心配されています。 

そこで、日本の若者を外へ飛び出させようという目的で、ＧＥＴ（ＧＥＴ（ＧＥＴ（ＧＥＴ（Global Education TourGlobal Education TourGlobal Education TourGlobal Education Tour））））プロ 

グラムを今年も、春と夏の 2 回にわたって、合計３ｺｰｽ実施いたしました。    

    

（１）（１）（１）（１）「「「「GETGETGETGET（（（（ﾍﾞﾄﾅﾑﾍﾞﾄﾅﾑﾍﾞﾄﾅﾑﾍﾞﾄﾅﾑ研修ツアー）」実施研修ツアー）」実施研修ツアー）」実施研修ツアー）」実施    （（（（HHHH26262626.8..8..8..8.7777----14141414）））） 

 

今回は、高校生・大学生混在の 20 名が参加。 

事前研修会を 7/27 に開催し、学生たちは５名ずつの 

グループに分かれて、３つのミッションに取り組みます。 

①友達作り 

②現地小学生への授業(日本を伝える)                  

③ホイアン市の観光 PR の製作   

 

そして 8/7 から 1 週間の日程でベトナム研修 

ツアーを実施。グループごとに、行く前から課題に 

取り組み、その中でも小学生への授業に、工夫を 

凝らして臨みました。 

・子どもたちに「相撲」を教えたチーム 

・鬼のお面で子供を泣かせてしまったチーム 

・（右写真）「はらぺこあおむし」を人形劇に 

したチーム、など。 

      ツアーでは、ほかにホームスティや同世代交流も 

行われました。 

       

帰国後の 9/7、報告会が行われ、協会役員や教師、保護者の方々を前に、それぞれグル 

ープごとに課題の発表を行い、緊張の中にも、全員、行く前とは見違えるような、自信に満 

ちた表情にあふれていました。              

 

 

（２）（２）（２）（２）「「「「GETGETGETGET（（（（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱｲﾝﾄﾞﾈｼｱｲﾝﾄﾞﾈｼｱｲﾝﾄﾞﾈｼｱ研修ツアー）研修ツアー）研修ツアー）研修ツアー）」」」」実施実施実施実施        （（（（H2H2H2H26.6.6.6.8888....22222222----28282828）））） 

 

今年度第 2 回目、通算で第 6 回目の実施となる「GET」を、インドネシア・ジャカルタで 

8/22～28 の 1 週間実施しました。 

大学生 9 名（男性 8 名・女性 1 名）が参加。インドネシアでの初めての研修でした。 
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今回も 8/3 に事前研修会を行い、３つのミッションが 

課題として与えられました。 

今回は少人数でしたが、３つのグループに分かれて、 

出国前から数回にわたってミーティングを重ねるなど、 

準備を重ねてジャカルタに向かいました。 

 

現地での研修プログラムでは、同世代交流や 

ホームスティ（写真右）を体験し、そして地元の 

小学生に日本を伝える授業を実施。 

今回、どのグループも、子供たちに日本の素晴 

らしさをたっぷりと伝えることができました。 

 

帰国後の 9/28 に報告会を開催。 

サンクスカードを最も多くもらったメンバーの発表。 

小学生授業でのＮｏ．１グル―プ（小学生の 

アンケートで順位づけ）を表彰。 

さらに、インドネシア第 3 の都市、 

バンドゥンのＰＲ製作発表を参加者の投票によって 

順位づけし、Ｎｏ．１グループを表彰。 

頑張って取り組んだ成果を、お互いに讃えあって終了しました。 

 

 

（（（（３３３３））））「「「「GETGETGETGET（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ研修ツアー）」実施（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ研修ツアー）」実施（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ研修ツアー）」実施（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ研修ツアー）」実施        （（（（H2H2H2H27777....3333....27272727----4.24.24.24.2）））） 

 

今年度３回目の「GET」を、インドネシアのジャカルタとジョグジャカルタで、 

3/27～4/2 の 1 週間実施しました。 

大学生 6 名・高校生 9 名が参加。高校生は全員女子高生。 

海外は初めてという参加者が半数を超え、仲間たちに助けられながら飛び出しました。 

 

3/15 の事前研修でみんな初めて顔を合わせ、いつものように３つのミッションに、グルー 

プに分かれて取り組みました。 

今回は、工場見学（HONDA）も行い、現地で活躍する日本企業に多くを学びました。 
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【２】【２】【２】【２】海外派遣海外派遣海外派遣海外派遣研修研修研修研修の実施の実施の実施の実施（（（（JICAJICAJICAJICA 受託受託受託受託））））    

 

①①①①大学生フィールド・スタディ・プログラム大学生フィールド・スタディ・プログラム大学生フィールド・スタディ・プログラム大学生フィールド・スタディ・プログラムのののの実施実施実施実施    （ＪＩＣＡ受託事業）（ＪＩＣＡ受託事業）（ＪＩＣＡ受託事業）（ＪＩＣＡ受託事業）                    

 

◆IT 技術の進展とともに世界は一気にグローバル化の波が広がっています。この流れに 

日本が取り残されないためにも、グローバル化にしっかりと対応できる人材の育成が、 

わが国にとって最も重要な課題のひとつになっています。 

JICA（国際協力機構）では、海外の途上国で行なっている国際協力の現場視察を通し 

て、日本の位置づけやその役割を考えさせ、グローバル化に対応できる人材を育成する 

目的で、大学生対象の国際協力フィールドスタディを 2013 年度から実施しています。 

今年度も企画入札が行われ、当協会が同事業の実施業務を受託いたしました。 

今年度は２か国での研修を同時に行うという条件のため、一般社団法人 協力隊を育てる 

会と共同企業体を組成して実施いたしました。 

 

（１）（１）（１）（１）「「「「インドネシアインドネシアインドネシアインドネシア研修研修研修研修ｺｰｽｺｰｽｺｰｽｺｰｽ」」」」    （（（（H27.2.15H27.2.15H27.2.15H27.2.15----3.43.43.43.4））））                    

（２）「（２）「（２）「（２）「カンボジアカンボジアカンボジアカンボジア研修研修研修研修ｺｰｽｺｰｽｺｰｽｺｰｽ」」」」        （（（（H27.2.18H27.2.18H27.2.18H27.2.18----3.73.73.73.7））））            

    

＜事前研修＞＜事前研修＞＜事前研修＞＜事前研修＞    

2 つのコース（各２０名）に参加する大学生４０名が、1/9-11 の３日間、JICA 東京に集合。 

それぞれの国の基礎的な知識や現地での開発状況を学び、その上で、一人一人が自ら 

の研修課題（仮設）を設定し、現地での検証の計画を立てて、海外研修に備えた。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

    

＜海外研修＞＜海外研修＞＜海外研修＞＜海外研修＞    

（インドネシア（インドネシア（インドネシア（インドネシアコースコースコースコース））））    

2 月 15 日～3 月 4 日までの 18 日間、インドネシアでフィールドスタディを行いました。 

    前半の 1 週間は、ジャカルタとバリ島で、JICA をはじめとする国際協力団体や NPO/NGO、 

    日本企業などを回り、国際協力の現場を理解。 

    後半の 1 週間は、南タンゲラン市の教育現場に入り、環境教育や教材製作の実態を知り、 

    教育方法のあり方について学んだ。 （※協力：インドネシア教育振興会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ごみ処理場↑    グリーンキャンプ→ 
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＜海外研修＞＜海外研修＞＜海外研修＞＜海外研修＞    

（（（（カンボジアコースカンボジアコースカンボジアコースカンボジアコース））））    

2 月 18 日～3 月 7 日までの 18 日間、カンボジアでフィールドスタディを行いました。 

    前半の 1 週間は、プノンペンとシェムリアップで、JICA をはじめとする国際協力団体や、 

NPO/NGO、日本企業などを回り、また地雷処理などの現場を視察。 

    後半の 1 週間は、コンポンチャムの農村地域を中心にフィールド調査を実施しました。 

    （※協力：特定非営利活動法人 環境修復保全機構） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ネギ栽培体験 ↑ 

        地雷処理 ↑       

 

 

   ＜事後研修＞＜事後研修＞＜事後研修＞＜事後研修＞    

2 つのコースに参加した大学生 40 名が集合し、3/18-20 の３日間、JICA 東京で帰国後の 

事後研修会を実施。 

各自それぞれが作成した現地での検証計画の結果報告を発表。 

その内容は後日（5 月）、２０１４年度大学生フィールド・スタディ・プログラム参加者レポート 

集として発行されます。 

 

 

   ★今回参加者の所属校： 

      

    （インドネシア）  秋田大学・茨城大学・岡山大学・お茶の水女子大学・香川大学・ 

関西学院大学・京都大学・近畿大学・慶應義塾大学・上智大学・ 

中央大学・東京大学・同志社大学・富山大学・長崎大学・日本女子大学・ 

一橋大学・立命館アジア太平洋大学・早稲田大学 

 

    （カンボジア）   お茶の水女子大学・帯広畜産大学・香川大学・関西学院大学・九州大学・ 

京都大学・群馬大学・慶應義塾大学・西南学院大学・創価大学・東京大学・ 

東京農業大学・長崎大学・南山大学・福岡県立大学・横浜国立大学・ 

立命館大学 
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【【【【３３３３】】】】ユースリーダー研修（国内）ユースリーダー研修（国内）ユースリーダー研修（国内）ユースリーダー研修（国内）    

 

①①①①「異業種交流研修会」「異業種交流研修会」「異業種交流研修会」「異業種交流研修会」をををを定例開催定例開催定例開催定例開催        

 

◆法人会員の中堅幹部クラスを対象として毎年開催している「異業種交流研修会」。 

今年度は 6 月･10 月の 2 回開催いたしました。 

毎回 30～40 名の参加を得て、講演の後は、講師を囲んでの懇親が恒例となりました。 

 

（１）第 19 回目となる例会を 6 月 9 日開催。    

今回は初の試みとしてパネル形式で 

行ない、講師として、海外勤務経験者 

４名にお集まりいただきました。 

那須泰孝氏（みずほ銀行）、 

武南 勲氏（新日鐵住金）、 

黒田弘太郎氏（日本政策投資銀行）、 

小池 聡氏（当協会理事） 

「グローバル化は人を磨く絶好のチャンス！」 

と題して熱いご講演をいただきました。 

 

（２）記念すべき第 20 回目は 10 月 20 日に開催。    

外務省国際協力局長・石兼公博氏を講師にお招きして、 

「ＯＤＡ60 周年を迎えて～日本の国際協力」と題してご講演をいただきました。 

     

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②②②②「「「「若手研修会若手研修会若手研修会若手研修会」」」」を定例を定例を定例を定例開催開催開催開催 

 

◆法人会員の若手社員（20～30 代）を対象とした「若手研修会」を今年も開催いたしました。 

 

（１）今年度最初の若手研修会（通算４回目）は、 

4/25、山九（株）様の「首都圏物流センター」 

（川崎市東扇島）を見学させていただきました。 

首都圏では最大級の物流センターとあって、 

そのスケールは驚きの連続でした。 

 

（２）つづく第 5 回目は 9 月 12 日に開催。 

当協会主催「若者力大賞」の受賞者： 

蛭間俊樹氏（日本政策投資銀行）を講師に 

お招きして、「未来を創る個の力」と題してご講演をいただきました。 
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③③③③「ｱｼﾞｱの会「ｱｼﾞｱの会「ｱｼﾞｱの会「ｱｼﾞｱの会」」」」（大阪支部）定例開催（大阪支部）定例開催（大阪支部）定例開催（大阪支部）定例開催        

 

◆大阪支部が 2004 年から続けているアジアをテーマにした異業種交流会「アジアの会」。 

今年度も定例開催しました。 

 

・第 44 回 「アジアの会」 （H26.5.22 ガーデンシティクラブ大阪） 

    ☛ 講師：白鳥正夫氏（文化ジャーナリスト）  

「体験的シルクロードの旅」 
・第 45 回 「アジアの会」 （H26.8.21 同上） 

          ☛ 講師：鍋島祥郎氏（インドネシアコンサルタント） 

 「インドネシアの未来と最新の動向」 

・第 46 回 「アジアの会」 （H26.11.19 同上）  

    ☛ 講師：桃木至朗氏（大阪大学大学院文学研究科教授） 

 「日越関係を深めるための新しい歴史の見方」 

・第 47 回 「アジアの会」 （H27.2.18 同上）  

    ☛ 講師：裵 貞烈氏（韓南大学校 文科大学 日語日文学科教授） 

 「日韓古代史を読みなおす」 

 

 

【【【【４４４４】】】】中国植林青年交流プロジェクト中国植林青年交流プロジェクト中国植林青年交流プロジェクト中国植林青年交流プロジェクト    

    

②②②②中国植林プロジェクト中国植林プロジェクト中国植林プロジェクト中国植林プロジェクト    （Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ22224444～～～～22225555 年通年年通年年通年年通年実施実施実施実施））））                                                

 

◆2006 年から参加している中国での日中青年植林活動。（日中緑化交流基金の助成事業）            

今年度は４か所で植林活動を行いましたが、当協会は所期の目的を終え、今年度で活動 

への参加を終了いたしました。 

 

❶ 「日中青年内モンゴル砂漠化防止モデル林プロジェクト」（内モンゴル・ダラト旗）  

☛ 苗木・補植・・・・２２８千本（４７ｈａ） 

❷ 「日中青年内モンゴルバヤンノール市生態防護林」（内モンゴル・ﾊﾞﾔﾝﾉｰﾙ市） 

☛ 苗木・補植・・・・２８６千本（６７ｈａ） 

❸ 「日中青年安徽省安慶市造林事業」（安徽省安慶市） 

☛ 苗木・補植・・・・ ８０千本（６０ｈａ） 

❹ 「日中青年新疆ウイグル自治区 

莫勒切河流域生態緑化プロジェクト」（新疆ウイグル自治区） 

☛ 苗木・補植・・・・１８７千本（５０ｈａ） 

                                 

    

【【【【５５５５】】】】被災支援活動への後援被災支援活動への後援被災支援活動への後援被災支援活動への後援    

    

◆2011 年 3 月の東日本大震災から４年。復興はまだ道半ば。周りの皆がこの日を忘れてはい 

けない。その思いで毎年開催を続けている「忘れない３．１１（Vol.4） ～がんばっぺし！被 

災から新生への挑戦～」（主催：幸福の黄色いバンダナの会）の催しが、2015 年 3 月 12 

日、東京・大手町のパソナグループ本部で開催され、当協会は今年も後援させていただき 

ました。            
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ⅡⅡⅡⅡ....ネットワーク・社会啓発ネットワーク・社会啓発ネットワーク・社会啓発ネットワーク・社会啓発事業事業事業事業    

    

【【【【１１１１】】】】「第「第「第「第６６６６回若者力大賞」表彰実施回若者力大賞」表彰実施回若者力大賞」表彰実施回若者力大賞」表彰実施    

                                     

   ◆今年度で第 6 回目を数える「若者力大賞」。今回は 70 名を超す多くの受賞候補者の推薦 

が寄せられ、その中から、5 名(組)の受賞者を決定いたしました。 

その栄えある表彰式が新年１月２8 日、東京・六本木の「ハリウッド・プラザ」で行われ、 

会員企業関係者はじめ多くの学生にも参加を呼びかけ、約２30 名におよぶ出席者で会場 

は満席でした。 

受賞者からお一人ずつコメントがあり、活動のきっかけ、途中の苦労話、そしてその手ごた 

えや社会への問題提起など、情熱あふれるお話に会場は感動に包まれました。 

 

      ＜若者力大賞＞＜若者力大賞＞＜若者力大賞＞＜若者力大賞＞                                道端ジェシカ道端ジェシカ道端ジェシカ道端ジェシカ    （（（（モデルモデルモデルモデル））））    33330000 歳歳歳歳    

    

                        ＜ユースリーダー賞＞＜ユースリーダー賞＞＜ユースリーダー賞＞＜ユースリーダー賞＞            阿部阿部阿部阿部    真奈真奈真奈真奈        （（（（大学生・女川さいがい大学生・女川さいがい大学生・女川さいがい大学生・女川さいがい FMFMFMFM ｱﾅｳﾝｻｰ）ｱﾅｳﾝｻｰ）ｱﾅｳﾝｻｰ）ｱﾅｳﾝｻｰ）22220000 歳歳歳歳    

                                                                                                慎慎慎慎            泰俊泰俊泰俊泰俊        （（（（NPO LivingNPO LivingNPO LivingNPO Living    in Peacein Peacein Peacein Peace 代表代表代表代表））））33333333 歳歳歳歳    

                                                                                            

                        ＜ユースリーダー支援賞（＜ユースリーダー支援賞（＜ユースリーダー支援賞（＜ユースリーダー支援賞（個人個人個人個人）＞）＞）＞）＞    

岡本岡本岡本岡本        正正正正        （弁護士）（弁護士）（弁護士）（弁護士）    35353535 歳歳歳歳    

＜ユースリーダー支援賞（＜ユースリーダー支援賞（＜ユースリーダー支援賞（＜ユースリーダー支援賞（団体団体団体団体）＞）＞）＞）＞    

大嶽忠博大嶽忠博大嶽忠博大嶽忠博            （大嶽部屋親方）（大嶽部屋親方）（大嶽部屋親方）（大嶽部屋親方）    54545454 歳歳歳歳        

    

 ※審査委員   三村 明夫 （審査委員長・当協会会長） 

         西尾 進路 （当協会副会長） 

         山中 祥弘 （メイ・ウシヤマ学園理事長） 

         橋本久美子 （橋本龍太郎元首相令夫人） 

         蛭田 史郎 （旭化成常任相談役） 

（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前列左から受賞者の大嶽親方、慎さん、道端さん、阿部さん、 

岡本さん。 

後列左から井上理事長、審査委員の蛭田委員、西尾委員、 

 三村委員長、山中委員、橋本委員の皆さん） 
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【【【【２２２２】】】】「「「「ＡＪＡＦＡ－２１」との交流活動ＡＪＡＦＡ－２１」との交流活動ＡＪＡＦＡ－２１」との交流活動ＡＪＡＦＡ－２１」との交流活動    （ＡＳＥＡＮとのネットワーク）（ＡＳＥＡＮとのネットワーク）（ＡＳＥＡＮとのネットワーク）（ＡＳＥＡＮとのネットワーク）        

    

◆かつて日本で研修を受けたＡＳＥＡＮの卒業生たちは、帰国後それぞれの国で同窓会を 

組織し、お互いの交流と、次に続く若者たちの育成に取り組んでいます。 

当協会は、その横断的な連携組織「「「「AJAFAAJAFAAJAFAAJAFA----21212121」」」」（（（（AAAASEANSEANSEANSEAN----Japan FrJapan FrJapan FrJapan Friiiiendship Association endship Association endship Association endship Association     

for the 21for the 21for the 21for the 21

stststst

    CenturyCenturyCenturyCentury））））との交流を毎年続け、ASEAN 諸国とのネットワークづくりに取り組んで 

います。その中で今年度は、下記の大きなイベントを実施いたしました。 

 

※「ＡＪＡＦＡ－２１」「ＡＪＡＦＡ－２１」「ＡＪＡＦＡ－２１」「ＡＪＡＦＡ－２１」：ﾌﾞﾙﾈｲ・ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ･ﾗｵｽ･ﾏﾚｰｼｱ･ﾐｬﾝﾏｰ・ﾌｨﾘﾋﾟﾝ・ 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ﾀｲ･ﾍﾞﾄﾅﾑの 10 ヶ国で構成。設立：１９８８年。 

 

 

（（（（１１１１））））「青年研修「青年研修「青年研修「青年研修事業事業事業事業 30303030 周年記念シンポジウム」周年記念シンポジウム」周年記念シンポジウム」周年記念シンポジウム」    

「（「（「（「（AJAFAAJAFAAJAFAAJAFA----21212121）第）第）第）第 27272727 回代表者会議（ＥＣＭ２０１５）」の同時開催回代表者会議（ＥＣＭ２０１５）」の同時開催回代表者会議（ＥＣＭ２０１５）」の同時開催回代表者会議（ＥＣＭ２０１５）」の同時開催 

 

1984 年（昭和 59）、当時の中曽根総理が ASEAN 諸国に対して、人材育成の協力支援を 

提案。各国の青年層を日本に招聘し、 

技術研修や世代間交流、ホームステイなど 

を通して、日本と ASEAN との信頼関係を 

深める目的で青年研修事業がスタートしました。 

今年度でその 30 周年を迎えることから、 

「AJAFA-21」の代表者や、多くの研修生 OB 

が参加して、30 周年記念シンポジウムと、 

AJAFA-21 の代表者会議が、2 月５日―９日、 

東京で開催されました。 

                   ＜第 1 回 ASEAN 研修員と歓談する中曽根総理／1984＞ 

            

    

＜＜＜＜1111 日目＞日目＞日目＞日目＞    歓迎歓迎歓迎歓迎レセプションレセプションレセプションレセプション（（（（2222 月月月月 5555 日）日）日）日）    

 

 外務省主催による歓迎レセプションが飯倉公館で催されました。 

 ASEAN 各国からおよそ 70 名の研修生 OB と、国内の関係者が勢ぞろい。 

 中根外務政務官と、当協会からは、西尾副会長が代表して歓迎のスピーチを 

行いました。 
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＜２日目＞＜２日目＞＜２日目＞＜２日目＞    青年研修青年研修青年研修青年研修 30303030 周年記念シンポジウム周年記念シンポジウム周年記念シンポジウム周年記念シンポジウム（（（（2222 月月月月 6666 日）日）日）日）    

    

JICA と日本ユースリーダー協会の共催による記念シンポジウムを、JICA 地球ひろ 

ば・国際会議場において、ASEAN5 か国からパネラーをお迎えして開催いたしました。 

    

    

    

    

    

    

    

                                                                                                                                        西尾副会長の開会スピーチ 

    

    

＜２日目＞＜２日目＞＜２日目＞＜２日目＞    中曽根元総理表敬訪問中曽根元総理表敬訪問中曽根元総理表敬訪問中曽根元総理表敬訪問（（（（2222 月月月月 6666 日）日）日）日）    

    

青年研修事業の生みの親である中曽根元総理に念願の表敬訪問が実現。 

御年 97 歳とは思えないお元気な姿で、心温まる歓迎のご挨拶をいただきました。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

＜２日目＜２日目＜２日目＜２日目・４日目・４日目・４日目・４日目＞＞＞＞    第第第第 27272727 回回回回 AJAFAAJAFAAJAFAAJAFA----21212121 代表者会議代表者会議代表者会議代表者会議（（（（2222 月月月月 6666----8888 日）日）日）日）    

    

AJAFA-21 の各国代表者が集まって毎年開催される代表者会議が、2 月 6日と 8 日の 

2 日間にわたって行われました。30年を振り返り、そしてこれからの 30年をどう歩 

むか、「Future of AJAFA」をテーマに熱い議論が交わされました。 
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（（（（２２２２））））「ＲＬＦ（Ｒｅｇｉｏｎａｌ「ＲＬＦ（Ｒｅｇｉｏｎａｌ「ＲＬＦ（Ｒｅｇｉｏｎａｌ「ＲＬＦ（Ｒｅｇｉｏｎａｌ    ＬｅａｄｅｒｓＬｅａｄｅｒｓＬｅａｄｅｒｓＬｅａｄｅｒｓ    Ｆｏｒｕｍ）Ｆｏｒｕｍ）Ｆｏｒｕｍ）Ｆｏｒｕｍ）」（」（」（」（ミャンマーミャンマーミャンマーミャンマー））））への参加への参加への参加への参加        （（（（H2H2H2H26666....11110000....24242424----22227777））））    

              

AJAFA-21 が発足して 2 年後の 1990 年、ASEAN 各国の若者たちが集いあう初めての 

ユース・フォーラム（現在：ＲＬＦ）が、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙで開催されました。 

その後毎年、各国持ち回りで開催。 

通算 20 回目となる今年は、11110000/2/2/2/24444----22227777 の４日間、 

ミャンマーで開催されました。 

日本を含め各国から約 100 名の若者たちが集い、 

各国からの発表や意見交換が活発に行われ、 

お互いの交流を深めあいました。             

 

    

 

（（（（３３３３））））「テレビ会議（ＴＶ「テレビ会議（ＴＶ「テレビ会議（ＴＶ「テレビ会議（ＴＶ    Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ）」のＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅ）」のＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅ）」のＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅ）」の実施実施実施実施                 

 

AJAFA-21 は、2009 年から各国のＪＩＣＡ施設を利用し、 

テレビ中継を通してお互いの活動報告や情報交換を 

行っています。今年度は 5 回実施いたしました。 

 

１）第 20 回「テレビ会議」（H26. 4. 4 日本：ＪＩＣＡ本部＋各国ＪＩＣＡ現地事務所） 

２）第 21 回「テレビ会議」（H26. 6.20       同上         ）           

３）第 22 回「テレビ会議」（H26. 9.26       同上         ）    

４）第 23 回「テレビ会議」（H26.12.19         同上         ） 

５）第 24 回「テレビ会議」（H27. 3.26        同上         ） 

           

 

 

 

【【【【３３３３】】】】「「「「広報活動」広報活動」広報活動」広報活動」        

 

 ◆協会活動は、ホームページを通して 

広く情報発信を行っています。 

会員向けの活動報告としては 

会報誌を年に 2 回発行いたしました。 

 

＜会報誌＜会報誌＜会報誌＜会報誌(YOUTHLEADER)(YOUTHLEADER)(YOUTHLEADER)(YOUTHLEADER)の発行＞の発行＞の発行＞の発行＞        

       

○発行：（No.136）H26 年 5 月  

○発行：（No.137）H26 年 11 月 

       

＜案内リーフレットの制作＞＜案内リーフレットの制作＞＜案内リーフレットの制作＞＜案内リーフレットの制作＞        

       

○改訂：H26 年 6 月 
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        ⅣⅣⅣⅣ．．．．協会運営協会運営協会運営協会運営                                                                                                    

 

 

【【【【１１１１】】】】評議員会・評議員会・評議員会・評議員会・理事会・理事会・理事会・理事会・運営幹事会の開催運営幹事会の開催運営幹事会の開催運営幹事会の開催    

    

＜＜＜＜平成平成平成平成 22226666 年度年度年度年度    役員会開催記録役員会開催記録役員会開催記録役員会開催記録＞＞＞＞    

 

（1）第 1 回評議員会 

日時：平成 26 年 5 月 21 日(水)  

場所：芝パークホテル（以下同じ） 

（2）第 1 回理事会 

日時：平成 26 年 5 月 21 日(水) 

（3）第 2 回理事会 

日時：平成 26 年 5 月 21 日(水) 

（4）第 3 回理事会 

日時：平成 26 年 11 月 12 日(水) 

   （5）臨時評議員会 

         日時：平成 26 年 12 月 22 日(月) 

（6）第 4 回理事会 

日時：平成 27 年 3 月 10 日(火) 

 

 

 

 

 

＜＜＜＜平成平成平成平成 22226666 年度年度年度年度    運営幹事会運営幹事会運営幹事会運営幹事会開催記録開催記録開催記録開催記録＞＞＞＞    

    

    ★運営幹事会委員：井上理事長・中山副理事長・吉田常務理事・加藤常務理事・野村理事・ 

              坂元理事・小笠原理事・沖監事 

 

 

（1）第 1 回運営幹事会                

日時：平成 26 年 4 月 9 日(火)     （8）第 8 回運営幹事会       

場所：協会事務局（以下同じ）             日時：平成 26 年 12 月 16 日(月) 

（2）第 2 回運営幹事会                （9）第 9 回運営幹事会 

日時：平成 26 年 5 月 20 日(月)           日時：平成 27 年 1 月 21 日(火) 

（3）第 3 回運営幹事会                    （10）第 10 回運営幹事会 

日時：平成 26 年 6 月 24 日(月)              日時：平成 27 年 2 月 25 日(火)  

（4）第 4 回運営幹事会                    （11）第 11 回運営幹事会 

日時：平成 26 年 7 月 22 日(月)              日時：平成 27 年 3 月 25 日(火)  

（5）第 5 回運営幹事会 

日時：平成 26 年 9 月 4 日(水) 

（6）第 6 回運営幹事会 

日時：平成 26 年 10 月 15 日(火) 

（7）第 7 回運営幹事会 

日時：平成 26 年 11 月 12 日(火)  
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【【【【２２２２】会長サロンの開催】会長サロンの開催】会長サロンの開催】会長サロンの開催    

    

＜＜＜＜平成平成平成平成 22226666 年度年度年度年度    会長サロン＞会長サロン＞会長サロン＞会長サロン＞    

 

   法人会員の代表者の皆様方と、三村会長、西尾副会長を囲む懇談会：「会長サロン」を、 

9 月 29 日（月）、丸の内の銀行倶楽部において開催いたしました。 

第 3 回目となる今年度は、21 社の代表者の方々にご参加いただき、昼食をはさみながら協会活 

動へのご理解を深めていただきました。 

    

 

 

【【【【３３３３】】】】役員の変更役員の変更役員の変更役員の変更    

 

    １．有澤沙徒志理事・・・死亡による退任（Ｈ２６．１０．１２） 

 

    １．堀添英人理事・・・・・定款第 34 条により解任（Ｈ２６．１２．２２） 

 

 

 

【【【【４４４４】会員動向（入会・退会）】会員動向（入会・退会）】会員動向（入会・退会）】会員動向（入会・退会）    

 

 

   ◆Ｈ２６．４．１現在 

 

    （１）正会員・・・・・・・・・・・・・ ４8 社 

    （２）維持会員・・・・・・・・・・・ ２1 社 

    （３）個人会員・・・・・・・・・・・ ８０名 （会員関係者４５名含む） 

 

 

   ◆Ｈ２７．３．３１現在 

 

    （１）正会員・・・・・・・・・・・・・ ４８社 （入会 3 社・退会 3 社）  

    （２）維持会員・・・・・・・・・・・ １９社 （入会 1 社・退会 3 社） 

    （３）個人会員・・・・・・・・・・・ ３１名  

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都港区赤坂１－１－１４ ＮＯＦ溜池ビル 

公益財団法人日本ユースリーダー協会 

ＴＥＬ：０３－６４４１－０５８１ 

Email：day@youthleader.or.jp 


